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八
月
四
日
 
午
後
零
時
半
、
大
下
講
師
美
保
關
よ
り
小
蒸
汽
船
に
て
大
橋

着

、
直
ち
に
迎

へ
て
末
次
本
町
皆
美
館

に
到
る
、
間
も
な
く
講
師
並

に
竹

下

一
郎
氏
と
共
に
城
山
公
園
を
覧
視

し
、
寫
生
地
を
此
處

に
決
定
す
。

八
月
五
日
 
講
習
會
第

一
日
な
り
。
午
前

八
時
半
會
場
師
範
學
校
附
属
小

學
校

に
於
て
開
會
、
主
催
者
簡
單
な

る
挨
拶
を
爲
し
、
直
ち
に
講
師

の
講

話

に
移
り
、

一
時
間

に
し
て
終
了
、
夫
よ
り
四
個
所
に
設
け
た
る
靜
物
モ

デ

ル
に

つ
き
て
寫
生
を
爲

し
、
正
午
終
了
、
モ
デ
ル
は
洋
書
に
扇
子
、
提

燈
に
マ
ッ
チ
、
植
木
鉢
に
水
差
、
和
本
等
な
り
。
 
 

 
 
 
 
 

午
後
、
城
山
公
園
に
て
戸
外
寫

生
、
講
師
は

一
々
巡
覧
懇
篤
な
る
指
導
あ

り
、
神
社

、
茶
亭
、
石
垣
、
樹
木
等
多
く
畫
題
と
な
れ
り
。 
 
 

八
月
六
日
 
本

日
よ
り
午
前
七
時
半
始
業
、
午
前

の
課
業
前
日

に
同
じ
、

本
日
よ
り
モ
デ
ル
を
五
ヶ
所
と
な
し
ピ
ー
ル
壜

に
林
檎
を
加
ふ
。
午
後
、

戸
外
寫

生
前
日
に
同
じ
。
 

 
 

 
 
 

 

 
 

夜

七
時
、
日
の
出
館
合
宿
所
に
於
て
茶
話
會
を
開
き
講
師

の
出
席
あ
り

竹
下
氏

一
場

の
挨
拶
を
述

へ
夫
れ
よ
り
互
に
氏
各

の
交
換
を
爲
し
、
次
で

講
師

の
日
本
風
景
論
、
諸
氏

の
趣
味
あ
る
談
話
等
あ
り
て
盛
會

、
十
時
散

會
す
。八

月
七
日
　
半

前
の
課
目
前
日

の
通
、

モ
デ

ル
の
取
替
た
る
も
の
は
朝
顏

西
瓜
等
な
り
。

午
後
、
前
日

の
如
し
。
夜
七
時
半
舎
宿
所

に
於

て
、
講
師

の
水
彩
畫
研
究

に
關
す
る
有
益

な
る
夜
間
講
話
あ
り
、
九
時
散
會
、
此
同
講
師

の
作
品
數

十
點

を
陳
列
し
、
會
揚
を
公
開
し
た
り
。

八
月

八
日
 
例
刻
開
會
、
竹

下
氏

の
遠
近
論
講
話
約

一
時
間
あ
り
て
、
直

に
靜
物
寫
生
に
移

る
。

モ
デ

ル
を
サ
イ
ダ
ー
瓶

に
夏
ミ
カ
ン
、
コ

ツ
プ
に
ホ
ー
ヅ
キ
に
取
替
。

午
後
、
前
日

の
通
り

。

八
月
九
日
 
午
前
課
業
例

の
如
し
、
モ
デ
ル
の
取
替
た
る
も
の
は
南
瓜
、

雜
嚢

に
草
花
な
り
。

午
後
前
日

の
通
、
寫

生
終
り
後
天
守
閣
前
に
於

て
記
念
撮
影
を
爲
す
。

八
月
十
日
 
午
前
例

の
如
し
。
モ
デ
ル
は
三
脚
に
ス
ケ
ツ
チ
ブ
ツ
ク
と
取

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

替
。

午
後
は
當
市
西
端
湖
畔
な

る
堂
方
に
於

て
集
合
寫

生
。
畫
題
と
な
り
し
は

松
並
木
、
遠
山
、
湖
等
な
り
。

八
月
十

一
日
 
最
終

の
日
な
り
、
講
話
終
り
て
會
員

の
作
品
を
各
敎
室

に

陳
列
し
て
、
講
師

の
懇
篤
な
る
批
評
を
受
く
。

午
後
三
時
、講
話
窒

に
於
て
閉
式
會
を
擧
け
、主
催
者
立

つ
て
閉
會

の
辭
を

述
べ
、
講
師
亦

一
揚

の
挨
拶
及
最
後

の
講
話
あ
り
、
そ
れ
よ
り
送
別
茶
話

會

に
移
り
、
茶
菓

の
間
餘
興
續

い
て
起
り
、
拍
手
歡
呼

の
聲
堂
に
滿
ち
、

頗
る
盛
會
を
極

む
、
や
が
て
互
に
惜
別

の
涙
を
呑
み
て
、
散
會
せ
し
は
正

に
六
時
、
こ
ゝ
に
永
く
記

念
と
す

べ
き
講
習
會
は
全
く
終
了
せ
り
。

附
記
 
本
講
脅
會
開
催

に
當
り
、
萬
事
不
行
届
な
り
し

に
も
拘
ら
ず
、
無

事
終
局
を
告
ぐ
る
を
得
た
る
は
、
全
く
講
師
其
他
諸
君

の
與

へ
ら
れ
た
る

多
大

の
援
助
の
然
ら
し
む
る
處

に
し
て
、
予

の
深
く
感
謝
す
る
處
な
り
、

就
中
會
友
竹
下
氏

は
内
終
始
本
會

の
爲

に
努
力
せ
ら
れ
て
、
殊

に
講
習
開



催
前
、
四
日
間
豫
習
會
を
開
き
、
自
ら
其
講
師
た
ら
れ
、
爲

に
初
學
者
を

益
す
る
處
尠

か
ら
ず
、
又
遠
來

の
會
友
藤
田
紫
舟
氏
は
、
開
會
中
大

下
講

師
を
輔
け
て
、
會
員
を
指
導
せ
ら
れ
、
猶
會
員
並
河
榮
四
郎
氏
は
、
會
場

の
借
入
設
備
萬
端

に
就

き
盡
力
せ
ら
れ
た
る
等
、
何
れ
も
感
謝
措
く
能
は

ざ

る
處
、
茲

に
謹
ん
で
謝
辭

を
呈
す
。
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○講
習

第

一
日

に
先
生

の
作
品

を
拜

見

し
た
時

の
感

じ
は

一
寸

忘
れ

る

こ

と
は
出
來

な

い
、
嬉

し

い
や
ら

珍
ら

し

い
や
ら
、

私
等

の
樣

な
原
色
版
組

は

只
呆
乎

と
し
て
し
ま

つ
た

。
然

し

二
度

目

に
説
明

を
し

て
戴

い
た
時

に

は
、
調
子
と
か
色
彩

と
か
少

し
は
分
つ

た
、

そ
し

て
原
色
版

と
異

る
點

も

認

め
得

た
。

以
來

は
原

色
版

に
對

し

て
も

原
畫

の
感

じ
を
想
像

し

て
見

る

事

が
出
來

る
と
思

つ
た
。
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

○
先

生

の
お
顏

は
寫

眞
で
度

々
拜
見

し

て
ゐ
た
故

か
、
初

に
お
目

に
か
ゝ

つ
た
樣

な
氣
は

し
な
か

つ
た

、
そ

し
て
想
像

し
て
ゐ
た
通

り

の
人
格

の
お

方

で

あ

つ
た
。
全
く
江

戸
兒

式
で
誰

れ

に
で
も
能

く
談

さ
れ

る

の
は
嬉
し

か

つ
た
。

多
數

學

生
が
敬
慕

す

る
譯

だ
と
思

っ
た
。
講
話

振

り
も
む
ま

い
も

の
で

あ

つ
た
。
あ
れ

が

三
脚
君

か
と
思
ふ
と

お
可
笑

か

つ
た
。

○
講
話
で

思

ひ
出
し

た
が

、
竹

下
先
生

の
透
視
畫

法

の
講
話
も

お
手

の
も

の
で

あ

つ
た

。
口
が

三
分

で
手
眞

似
が

七
分
で

あ

つ
た

。

○
松

江

は
水
郷
丈

け
あ

つ
て
、
他

で

は
澤
山

に
見
ら
れ

な

い
構

圖
を
有

し

て
ゐ
た
。

公
園

は
感

服
し
な
か

つ
た
。
御
自
慢

の
大
橋

も
橋

梁
美

は
な

か

つ
た
、
あ
れ

が
極

ラ
イ

ズ

の
少

な

い
フ
ラ

ッ
ト
、

ア
ー
チ
で

あ

つ
た
ら

面

白

う
か
ら
う

と
思

つ
た
。

○
畫

材

に
苦
し

む

の
は
馬
鹿
馬
鹿

し

い
、
先

生

は
宿

の
前

の
蘇
鐵

と
裏

の

凌
宵
花

も
畫

面
に
入
れ
て

お
か
れ

た
。
成

程
畫

材

は
何
處

で
も
あ
る
と
思

つ
た
。
吾

々
が

そ
れ
を
見
出
す
事

の
出
來

な

い
の
は
目

の
修
養

が
足
り
な

い
か
ら
だ

。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○
講

習
で

澤
山
な
繪

を
見

て
目
を
肥

や
し
た
他

に
、
直

接

印
象

し
た
も

の

は
少

か

つ
た
。
要
す

る
に
講

話
は
『
み
づ

ゑ
』
を
熟
讀

す
れ
ば
分

る

こ
と
で

あ

る
、
然

し
歸

つ
て
か
ら

一
枚
畫

い
て
見
る
と
、
妙

に
畫

き
振

り
が

こ
は

れ

て
ゐ
た

の
に
は
自

分
な
が
ら
驚

い
た
、
是

れ
が
講
習

の
効

果
で

あ
ら
う

と
思

つ
た
。
同
感

の
會

員

も
あ

る

の
に
違

ゐ
な

い
。

 
 
 
 
合
宿
所
評
判

記
（松
江
講
習
會
）

松
江

の
宿
は
實

に
愉
快

だ
ッ
た
ね
、

△
全
く
だ
よ
名
前
か
ら
し
て
威
勢
の

良

い
日

の
出
館
さ

△
其
處

で
こ
の
宿

の
同
志
を
自
ら
命
名

し
て
日

の
出
黨

は
振

つ
た
ら
う
△
あ
ま
り

美
術
的
な

命
名
で
も
な

い
ね

△
知

へ
て
る
黨

員
僅
か
に
十

一
名
で
は
あ
ッ
た
が
遠
く
千
山
萬
波
を
越
え
て
來
た
土
佐
節

廣
島
ガ
ン
ス
の
古
つ
は
も
の
を
始
め
と
し
て
孰
れ
も
日

の
出
の
如
き
有
爲

な
連
中
斗
り
よ

△
そ
れ
が
悉
く
意
氣
相
投
し
て
仲

の
よ

い
事
不
思
議
な
位

△
人
數

は
少
な
く
て
室
は
廣

い
上
に
清
潔

△
殊

に
湖
岸

に
臨
ん
で
居
る
の

で
凉

風
不
斷

は
何
よ
り

の
御
馳
走

△
加

ふ
る
に
二
階
か
ら
見
た
朝
夕
湖
上

の
美
觀

は
壯
絶
麗
絶

△
欄
干
越
し

に
素

ッ
裸
體

で
ス
ケ
ツ
チ
が
出
來
る
△

何

し
ろ
空
前

の
合
宿
所
で
あ

ッ
た

△
大
に
主
催
者

に
感
謝
し
ま
す
△

タ
ッ

タ
十

一
人
ぢ
や
珍
談
も
有

ま

い
ね

△
ど
う
し
て
處
が
大
有
り
大
有
り△
既

に


